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◆埋蔵銭の発見 

平成 22 年 10 月、袖ケ浦市文脇遺跡の発掘調査中に千葉県内最多とな

る【埋蔵銭】が発見されました。文脇遺跡は、公民館や道路建設に伴う発

掘調査がたびたび行われてきた遺跡で、過去の調査において弥生時代の終

わりごろに使われた小銅鐸が発見されたことで有名になりました。 

発見された埋蔵銭は、銅銭 29,931 枚という千葉県最多の出土枚数であ

ったことから、文脇遺跡の名をさらに有名にしました。 

平成元年度に行われた文脇遺跡の調査では、12 世紀～13 世紀の墓が発

見されたほか、平成21年度には15世紀～16世紀の城館跡（じょうかんあ

と）などが発見されていました。平成22年度の調査では、中世の竪穴遺構

（たてあないこう）や掘立柱建物跡（ほったてばしらたてものあと）と呼

ばれる住まいの跡が発見されており、中世の人々の生

活の痕跡が色濃く残っている地域であることが詳しく

わかってきたところでした。その調査の最中に大量の

埋蔵銭が発見されたのです。 

◆驚きの調査方法 

当初はわずかな数の銭であろうと思われましたが、

掘り進むうち多量の銭が姿を現しました。しかもその

銭は、容器に入れられていたようなまとまりがあり、

何らかの目的で穴の中に埋められた【埋蔵銭】である

ことが明らかになりました。現地での調査が進むうち、

銭が埋められた時の状態をよく残していることがしだ

いにわかってきました。どれだけの銭が埋まっている

のか詳細に調べるには相当な期間が必要と判断された 

ことから、平成22年 11 月初めに周囲の土ごと切り取とるという作業が一週間かけて行われ、室内で発掘

することになりました。 

◆室内の発掘 

室内に運び込まれた銭をよく観察すると、銭に紐を通した一緡(ひとさし)と呼ばれる単位で連なってい

ることがわかりました。できるだけその単位を見きわめながら、慎重に取りあげ作業を続けていきました。

３か月かけて、掃除機で掘り出した土を吸い取り、出土状況の写真撮影・実測を繰り返しながら作業を進

め、全部の銭を取りあげた後の穴も調べました。 

◆銭のクリーニングと分析作業 

 取り出された銭は、その多くが貼り付いて塊となっていました。貼り付いた銭どうしを工具で剥がし、

ヤスリで銅のさび（緑青）を落としました。銭一つ一つの文字を読むためのクリーニング作業を続け、30,000

枚あまりの銭の種類をすべて特定した結果、3ページに示した表のようになりました。 

銭の検出状況 (現地) 
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◆分析の成果 

分析の結果、埋蔵銭の枚数は、29,931枚に上りました。そ

のほとんどが、一緡(ひとさし)と呼ばれる単位で藁紐に通さ

れ、玉結びではずれないように止められて、幾つも連結され

ていたことがわかりました。一緡の単位が確認できた194の

グループの 78％が、97 枚を一緡としていました。鎌倉時代

後期から室町時代にかけて銭97枚をもって100枚とみなす商

慣習があったと言われており、そのことを、裏付けるものと

なりました。 

銭の種類は、中国、朝鮮、日本などの銅銭が 71 種類確認

され、集計の結果、最も多いのが北宋銭の25,514枚(85.2％)、

次いで唐銭2,604枚(8.7％)、南宋銭857枚(2.9％)でした。 

この３種で全体の96.8％を占めていました。中でも最も多いのは、北宋銭の皇宋通寶3,747枚で、前漢の

四銖半両(初鋳年BC175)、日本の皇朝十二銭の冨寿神寶なども少ないながらもありました。 

◆銭が埋められた時期はいつか 

最も新しい時代の銭は、中国は元の時代の至大通寶(1310年～)でした。中国で鋳造され、海を渡って日本

にやってきた銭は、人から人へとわたり文脇遺跡の地に埋められるまでにどれだけの歳月が流れたのでしょ

う。多く流通していた洪武通寶(1386 年～)が含まれていないことから、1400 年代に入ってから埋められた可能性

は低いと考えられます。このことから、文脇遺跡の埋蔵銭は、1350 年～1400 年までの時期に埋められた可能性が

最も高いと考えられ、時代は足利尊氏による室町幕府が開かれた頃よりも後の頃と推測されます。 

文脇遺跡の埋蔵銭は、全国の埋蔵銭の中でも最も古い時期にあたり、今後の貴重な資料となるでしょう。 

文 脇 遺 跡 

調査範囲 

文脇遺跡の調査範囲 

埋蔵銭周辺の中世遺構群 

中世の遺構 

緡銭 

一緡の枚数 

枚 
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取り出した時の様子 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆銭が入れられた容器 

銭が取り除かれた後には、銭を入れていた

容器の痕跡が現れました。分析の結果、杉

を使った曲物を穴に設置し、徐々に緡銭を

蓄えていったと考えられます。銭の総数

29,931枚の総重量は、約107㎏あり、一度

に埋められた可能性は、低いと考えられま

す。総数を一緡 97 枚で割ると 309 緡で約

31 貫文(１貫は 1000 枚)にもなり、一本に

すると46.4ｍにもなります。室町時代に入

る頃になると、全国で銭が埋蔵されるよう

になります。なぜ銭が埋蔵されるのか、明

らかな答えは出ていません。埋めた人や緡

銭を作ったのはどんな人達なのかなど、ま

だまだ謎に包まれています。 

一緡の様子がよく分かる出土状況 

わら紐を銭に通した状態 

右図 男が画面中央の女性の持っている織物を緡銭

で買おうとしている様子。( 13世紀末の備前福岡市

の場面 ) 

『一遍聖絵』（清浄光寺・歓喜光寺蔵）部分 

曲物に入れられた埋蔵銭の様子 

かろうじて底に残った曲物の底板 


